
夏
目
漱
石
　
整
備
便
り

と
も
に
創
ろ
う
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館

発行元

新宿区地域文化部
文化観光課文化資源係

〒160-8484 東京都新宿区
歌舞伎町一丁目4番 1号

電話：（03）5273-4126
FAX：（03）3209-1500

建築設計事業者に

フォルムデザイン一央株式会社が選ばれました

　

新
宿
区
は
、夏
目
漱
石
が
生
ま
れ
育
ち
、そ
の
生
涯
を
閉

じ
た
ま
ち
で
す
。漱
石
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
新
宿
区
で
、漱
石

に
と
っ
て
初
の
本
格
的
記
念
館
で
あ
る（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」

記
念
館
を
整
備
し
ま
す
。区
は
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」記
念

館
が
、漱
石
を
発
信
す
る
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
記
念
館
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
館
建
設
に
適
し
た
設
計
委
託
事
業
者
を
選
定

す
る
た
め
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、平
成
26
年
5
月

に
フ
ォ
ル
ム
デ
ザ
イ
ン
一
央（
い
ち
お
う
）株
式
会
社
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

各
社
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
あ
る
提
案
の
な

か
、
特
に
フ
ォ
ル
ム
デ
ザ
イ
ン
一
央
株
式

会
社
の
、
建
設
予
定
地
の
早
稲
田
南
町
界

隈
の
街
並
み
を
深
く
観
察
し
、
漱
石
の
日

常
の
感
覚
に
ま
で
配
慮
し
た
、
き
め
細
や

か
な
設
計
提
案
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
の
空
間
の
中
で
人
々
が
集
い
憩

え
る
た
め
の
工
夫
・
手
法
を
凝
ら
し
て
い

る
点
は
、
工
事
費
の
節
約
、
開
館
後
の
運

営
も
視
野
に
入
れ
た
提
案
と
し
て
優
れ
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
建
築
面
積
の
中
で
諸

室
を
効
果
的
に
配
置
す
る
な
ど
、
多
様
な

企
画
・
展
示
に
柔
軟
に
適
応
し
た
提
案
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
更
に
細
部
の

検
討
が
な
さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
愛
さ

れ
、
出
会
い
に
満
ち
た
活
気
あ
る
記
念
館

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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１
、記
念
館
内
に
書
斎
・
客
間
・ベ
ラ
ン
ダ
式
回
廊
な

ど「
漱
石
山
房
」の
一
部
を
復
元 

２
、常
設
展
の
ほ
か
、企
画
展
や
講
座
・イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、漱
石
と
そ
の
文
学
の
世
界
を
紹
介 

３
、漱
石
に
関
す
る
本
を
読
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
せ
る
図
書
館
や
カ
フ
ェ
を
設
置 

４
、地
域
の
方
々
や
大
学
・
企
業
と
の
連
携
を
大
切

に
し
、地
域
の
博
物
館
と
し
て
活
動

記
念
館
の
め
ざ
す
姿

記念館イメージ図

（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」記
念
館

　
　
　
　
　
　  

設
計
事
業
者
選
定
委
員
会

中
島
国
彦
委
員
長
講
評



コ
ラ
ム〝
ち
�
�
と
道
草
〞

■
新
宿
区
夏
目
漱
石
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催

◆
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル（
中
学
生
・
高
校
生
）

「
わ
た
し
の
漱
石
、わ
た
し
の
一
行
」

　
夏
目
漱
石
作
品（
作
品
の
指

定
な
し
）を
読
み
、心
に
深
く

残
っ
た「
一
行
」を
選
び
、〝
な
ぜ

そ
の
一
行
を
選
ん
だ
の
か
〞を
表

現
し
ま
す
。

◆
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル（
小
学
生
）

「
猫
に
な
っ
て
描
い
て
み
よ
う

〜
わ
が
は
い
は
ネ
コ
で
あ
る
〜
」

　
ネ
コ
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、あ

る
い
は
ネ
コ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、

「
猫
の
目
か
ら
見
た
世
界
」を

絵
画
と
し
て
自
由
に
描
き
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
細
に
つい
て
は
、応
募
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
へ
の
寄
付
状
況

平
成
26
年
6
月
26
日
現
在

　
漱
石
山
房
の
金
曜
日

　
漱
石
の
家
で
は
毎
週
木
曜
日
に
い
わ
ゆ
る
木
曜
会
と

い
う
漱
石
と
弟
子
た
ち
の
交
流
の
会
が
あ
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
時
期
毎
週
金
曜
日
に
漱
石
が

謡
の
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
意

外
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
漱
石
は
宝
生
新
（
１
）
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
謡
を
、
木
曜
会
に
参
加
し
て
い
た

面
々
の
前
で
も
披
露
し
て
い
た
よ
う
だ
。
今
と
な
っ
て
は

そ
の
腕
前
を
確
か
め
る
術
も
な
い
が
、
野
上
弥
生
子
（
2
）

は
山
羊
の
よ
う
だ
と
形
容
し
て
お
り
、
な
か
な
か
手
厳
し

い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

（
1
）
宝
生
新
（
ほ
う
し
ょ
う 

し
ん
）
…
能
楽
師
。
ワ
キ
方
。

一
九
〇
五
年
に
宝
生
流
十
代
目
宗
家
を
継
ぐ
。

（
2
）
野
上
弥
生
子

（
の
が
み 

や
え
こ
）

…
小
説
家
。

　

夫
は
木
曜
会
の

常
連
で
も
あ
っ
た

野
上
豊
一
郎
。

　
夏
目
漱
石
が
、日
本
の
近
代
作
家
の

中
で
ひ
と
き
わ
大
き
な
存
在
で
あ
る

こ
と
は
、誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

す
。多
く
の
作
品
が
、時
代
を
超
え
て

読
者
の
心
を
捉
え
、生
き
る
道
標
に

な
る
と
と
も
に
、幅
広
い
世
代
に
愛
読

さ
れ
て
い
る
国
民
的
作
家
で
す
。

　
新
宿
区
で
は
、か
つ
て
漱
石
山
房
の

あ
っ
た
こ
の
地
に
、漱
石
初
の
本
格
的

記
念
館
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。記
念
館
で
は
、土
地
の
記
憶
に
結

び
つ
く「
漱
石
山
房
」を
一
部
再
現
す

る
と
と
も
に
、常
設
展
示
や
企
画
展

示
、講
演
会
の
開
催
、ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の

運
営
な
ど
活
気
あ
る
事
業
活
動
を

行
い
ま
す
。そ
し
て
多
く
の
人
々
に

何
度
も
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
記
念
館

を
め
ざ
し
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

〈
開
館
ま
で
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

区
長
挨
拶

コ
ラ
ム〝
ち
�
�
と
道
草
〞

北海道
秋田県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
石川県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県

10
3
1
5
4
3
38
41
499
74
17
1
3
3
1
9
6

三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
和歌山県
島根県
広島県
徳島県
愛媛県
福岡県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
その他

2
1
6
9
11
1
5
14
1
4
9
2
9
1
1
1

都道府県別件数 （単位：件）
795件　4,299万円

●
平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）5
月
　
記
念
館
設
計
事
業
者
決
定

●
平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）6
月
　
記
念
館
設
計
開
始

●
平
成
27
年
度（
2
0
1
5
年
度
）　
建
築
工
事
着
工

★
平
成
29
年（
2
0
1
7
年
）2
月
　
記
念
館
開
館
予
定


